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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】カスケード接続された液晶ドライバを備え、表
示データに同期したクロック信号を各液晶ドライバ全て
で生成することで、位相のずれの無い確実なデータ転送
と、低消費電力化を可能とする。
【解決手段】表示制御装置１０１から液晶ドライバ１０
４をカスケード型に接続して表示データ１０２及びクロ
ック１０３を順次転送するもので、各液晶ドライバにク
ロック１０３に対してπ／２位相遅延したクロックまた
は逓倍のクロックを生成することで、信号転送のための
表示データの変化タイミングを設定し、イネーブル信号
１０６を入出力することによって常に１つの液晶ドライ
バだけが表示データ１０２を取り込む構成にする。



(2) 特開２００１－３２４９６７

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】表示データを取り込み、該取り込んだ表示
データに対応する階調電圧を出力する液晶ドライバを複
数個備える液晶表示装置において、
前記複数個の液晶ドライバを動作させるための表示デー
タ信号および該表示データを取り込むためのクロック信
号は、前記複数個の液晶ドライバをカスケード型に接続
した配線を通して供給され、
前記複数の液晶ドライバの各々は、
前記入力された表示データ信号から当該液晶ドライバに
対応する表示データを取り込むデータ取得手段と、
他の液晶ドライバに対応する表示データを含む表示デー
タ信号を前記クロック信号に同期させて、次段の液晶ド
ライバへ転送する同期転送手段とを備えることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】請求項１に記載の液晶表示装置において、
前記複数の液晶ドライバの各々は、外部または前段の液
晶ドライバから入力されたイネーブル信号を受け付け
て、当該液晶ドライバの前記データ取得手段における表
示データ取り込み動作を開始させ、該表示データ取り込
み動作が終了した後に、前記イネーブル信号を生成して
次段の液晶ドライバへ出力するイネーブル制御手段をさ
らに備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】請求項１に記載の液晶表示装置において、
前記同期転送手段は、
入力された前記クロック信号と同一周波数で位相が異な
るクロック信号を生成する第２クロック生成手段と、
前記位相の異なるクロック信号に前記転送すべき表示デ
ータ信号を同期させるデータ同期手段とを備えることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】請求項３に記載の液晶表示装置において、
前記第２クロック生成手段は、前記入力されたクロック
信号に対してπ／２だけ位相遅延されたクロック信号を
生成するＤＬＬで構成されることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項５】請求項１に記載の液晶表示装置において、
前記同期転送手段は、
前記入力されたクロック信号に対して逓倍のクロック信
号を生成する第２クロック生成手段と、
前記逓倍のクロック信号に前記転送すべき表示データ信
号を同期させるデータ同期手段とを備えることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項６】請求項５に記載の液晶表示装置において、
前記第２クロック生成手段は、前記入力されたクロック
信号に対して２倍の周波数を持つクロック信号を生成す
るＰＬＬで構成され、
前記データ同期手段は、前記２倍の周波数を持つクロッ
ク信号の立ち上がりに前記表示データ信号を同期するこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置の周
辺液晶駆動回路に関わり、特に液晶ドライバの低消費電
力化に有効な技術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の液晶表示装置の中には、例えば特
開平１０－２６８８３８号公報に例示されているよう
に、スタブ型に接続された複数の液晶ドライバを備えて
いるものがある。このスタブ型接続された液晶ドライバ
とは、例えば図１２に示すように、表示制御装置６０１
からの配線が全ての液晶ドライバ６０４－１～６０４－
１１に直接接続されている構成を指す。
【０００３】上記スタブ型接続された液晶ドライバの駆
動動作について図１２、図１３を用いて説明する。図１
２において、６０１は表示制御装置、６０２はクロック
信号、６０３は表示データ、６０４－１から６０４－１
１は液晶ドライバ、６０５－１から６０５－１１はイネ
ーブル信号、６０９は入力電源回路、６１０は階調電圧
である。
【０００４】従来のスタブ型接続では、表示制御装置６
０１は、本体のコンピュータ側から送信されてくる各種
同期信号と表示データを基に、液晶ドライバを制御およ
び駆動するためのクロック信号６０２と表示データ６０
３を再生し、６０４－１～６０４－１１の全ての液晶ド
ライバに供給する。
【０００５】その際、図１３に示すように、イネーブル
信号６０５－１が表示制御装置６０１から初段の液晶ド
ライバ６０４－１に送出されると、クロック信号６０２
の立ち上がり、立ち下がりに同期するデュアルエッジの
タイミングで液晶ドライバ６０４－１に対応する表示デ
ータ６０３が取り込まれる。該当する表示データの取り
込みが終わると、イネーブル信号６０５－２を次段の液
晶ドライバ６０４－２に送出する。
【０００６】第２段の液晶ドライバ６０４－２にイネー
ブル信号６０５－２が入力されると、液晶ドライバ６０
４－２は表示データ６０３のうち当該液晶ドライバに対
応する表示データを逐次取り込む。そして、取り込み終
わると、イネーブル信号６０５－３を送出し、この動作
を最終ドライバ６０４－１１まで繰り返す。
【０００７】また、液晶ドライバ６０４－１～６０４－
１１の各々は、取り込んだ表示データに対応した階調電
圧６１０を入力電源回路６０９から選択して液晶パネル
６０７に出力する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】上記従来のスタブ型接
続された液晶ドライバを備える液晶表示装置では、ある
特定の液晶ドライバに対応する表示データを転送する際
でも、同時に残りすべての液晶ドライバにも表示データ
を伝送することになる。このため、取り込む必要の無い
表示データの転送に起因する電力消費の増加という問題



(3) 特開２００１－３２４９６７

10

20

30

40

50

3
がある。
【０００９】また、上記従来のスタブ型接続された液晶
ドライバでは、必然的に配線本数が多くなるため配線実
装の煩雑さが増すだけでなく、液晶ドライバを別基板に
搭載し該別基板と液晶表示パネルが形成されている基板
とを組み合わせて液晶表示装置を構成している場合に
は、製造コストがさらに増加するという問題がある。
【００１０】本発明は上記の問題を考慮してなされたも
ので、消費電力、製造コストをより低減化できる複数個
の液晶ドライバを備えた液晶表示装置を提供することを
目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明の液晶表示装置では、複数個の液晶ドライバを
カスケード型に接続し、イネーブル信号、クロック信号
および表示データ信号を当該カスケード接続された液晶
ドライバ間で次々に転送させる構成とする。ここでカス
ケード型とは、表示制御装置から１つの液晶ドライバの
みに配線され、該配線された液晶ドライバは次の液晶ド
ライバに配線され、このように次々と直列状に配線され
た液晶ドライバの構成を指す。
【００１２】さらに、本発明では、カスケード型接続さ
れた複数個の液晶ドライバ間で転送される表示データと
該表示データを取り込むためのクロック信号の位相がず
れないように、両者を各液晶ドライバ毎で同期させてか
ら順次転送する構成とする。また、液晶ドライバ間でイ
ネーブル信号を順次転送することで、当該複数個の液晶
ドライバのうち常に１つの液晶ドライバだけが表示デー
タの取り込みを実施する構成とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】本発明では、従来の液晶表示装置
に備えられている複数個の液晶ドライバからなる構成に
おいてスタブ型配線されていたクロック信号および表示
データ信号を、液晶ドライバがカスケード型に接続され
るよう配線し、電源だけをスタブ型配線する。
【００１４】具体的には、本発明では、隣接する液晶ド
ライバ間を接続するよう配線し、表示データ信号、クロ
ック信号、制御信号およびイネーブル信号を液晶ドライ
バ毎に順送りし次段へと転送する方法により、全ての液
晶ドライバへ必要な信号を供給する。このような構成に
よれば、表示データ信号が転送されてない液晶ドライバ
は連続して動作せずとも良いので低消費電力化が可能と
なる。
【００１５】本発明は、カスケード型に接続された液晶
ドライバ間で転送される信号を制御する手段を提供する
ものである。つまり単純に各液晶ドライバを経由するよ
うに信号配線を接続しただけでは、ガラス基板などの基
板上に配線するような場合、配線抵抗が高くなり、正常
に動作しないことがある。そこで本発明では以下の方法
を適用する。
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【００１６】本発明では、カスケード接続された液晶ド
ライバにおいて、次段へ転送すべき表示データを、同じ
く転送すべきクロック信号に同期させるための同期手段
を設ける。例えば、液晶ドライバ間を転送するクロック
信号および表示データが当該液晶ドライバ内でクロック
信号の立ち上がりに同期入力をするとともに、出力にも
クロック信号の立ち上がりに同期して送出する。
【００１７】このような構成によれば、カスケード接続
のための転送による液晶ドライバの初段から最終段に至
るまでの間に発生する各液晶ドライバ内での遅延時間に
よるばらつきの累積をなくし、表示制御に係わる信号の
受け渡しセットアップ時間やホールド時間などに対する
充分なタイミングマージンを確保することができる。
【００１８】本発明では、液晶ドライバ間を転送するク
ロック信号の立ち上がりと立ち下がりのエッジに同期し
てデータを取り込むデュアルエッジ動作を使用し、クロ
ック周波数をデータ周波数の半分として動作周波数の拡
大を図っている。
【００１９】前記デュアルエッジ動作の場合、カスケー
ド型接続では次段の液晶ドライバへデータを出力する際
の、表示データ信号の変化タイミングを液晶ドライバ内
部で生成する必要がある。
【００２０】本発明では、液晶ドライバ内部で入力クロ
ック信号を位相遅延させることで生成した２相クロック
または位相同期ループにより生成した逓倍クロックを用
いて、前記表示データ信号の変化タイミングを確保す
る。例えば、表示制御装置から各液晶ドライバへ転送さ
れるクロック信号と同一周波数で位相がπ／２異なるク
ロック信号を用いるか、あるいは、逓倍の位相同期ルー
プによる逓倍クロック信号を用いることで、次段の液晶
ドライバへの表示データ転送を実施するための変化タイ
ミングを生成する。
【００２１】また、本発明において、表示データが表示
制御装置から出力されてから最後の液晶ドライバへ到達
するためには、全液晶ドライバの個数分のリレーを経る
が、表示制御装置はドライバ１個分をリレーするために
必要なクロック数倍のドライバの個数だけのクロック数
に、各液晶ドライバで表示データ及びクロックを同期転
送させる際に位相遅延された量に対応するクロック数を
加えたものを、最終データ送出後に出し続ければよい。
【００２２】また、本発明の液晶ドライバは、入力され
た表示データをまず自分の内部レジスタに取り込み、自
身の内部レジスタが取り込み終わるまでは次段への信号
出力をしないように、カスケード接続の転送によるイネ
ーブル信号の入出力によって制御されている。このよう
な構成により、無駄な信号伝送をせずに済み、低消費電
力が可能となる。
【００２３】本発明では、カスケード型に接続された液
晶ドライバは表示制御装置から第１段の１つの液晶ドラ
イバにのみ、表示データが入力されるように構成されて
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おり、他の液晶ドライバには該第１段の液晶ドライバか
ら順次表示データが転送される。このように転送される
表示データは、各液晶ドライバ内部においてクロック信
号と同期した状態で転送されているため、位相のずれは
ない。
【００２４】各液晶ドライバは入力された表示データを
取り込み終わるまで次段のドライバへ信号出力をせず、
自身の液晶ドライバに対応する表示データを取りこみ終
わると、次段の液晶ドライバへの信号転送を開始する。
この動作を最終のドライバまで行う。表示データの取り
込み、次段の液晶ドライバへの転送開始や終了はイネー
ブル信号の入出力によって制御される。
【００２５】このような構成によれば、全液晶ドライバ
の内、常に一つの液晶ドライバだけが表示データを取り
込むため、無駄な信号伝送をせずにすみ、低消費電力化
が可能になる。
【００２６】また、液晶表示の技術で必要になる液晶ド
ライバ、特にドレインドライバは多くの配線を通すこと
が要求され、しかも液晶表示装置の狭額縁化の要求に対
応するため、配線幅が細いことが必要とされる。従って
このドレインドライバの構成は複雑にならざるを得ず、
結果として非常に高価なものになってしまう場合があ
る。
【００２７】これに対して、本発明によれば、複数の液
晶ドライバをカスケード型に接続して液晶パネルのガラ
ス基板上に設けることで、配線の簡略化とフレームの狭
額縁化が可能になる。よって、上記ドレインドライバを
非常に簡素で安価なものにし、低コストの液晶表示装置
を提供することが可能となる。
【００２８】以下、本発明の一実施形態について図面を
参照して説明する。
【００２９】本実施形態における液晶表示装置は、例え
ば図１に示すように、表示制御装置１０１と、カスケー
ド接続された液晶ドライバ１０４－１～１０４－１１
と、１０２４×７６８画素の液晶表示パネル１０７と、
走査ドライバ群１０８と、電源回路１０９とを備えて構
成される。また、図１において、１０２－１から１０２
－１１は転送される表示データ、１０３－１から１０３
－１１はクロック信号、１０５－１から１０５－１１は
制御信号、１０６－１から１０６－１１はイネーブル信
号、１１０は階調基準電圧である。
【００３０】表示制御装置１０１は、表示データ、水平
同期信号、垂直同期信号、表示タイミング信号の入力を
受け、表示データ信号１０２、クロック信号１０３、制
御信号１０５、イネーブル信号１０６を、当該表示制御
装置１０１に接続されている最初の液晶ドライバ１０４
－１へ出力する。
【００３１】液晶ドライバ１０４－１～１０４－１１
は、表示制御装置１０１から出力された表示データ１０
２－１～１０２－１１、クロック信号１０３－１～１０
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３－１１および制御信号１０５－１～１０５－１１を、
カスケード接続された液晶ドライバ間で順送りすること
で、全ての液晶ドライバに信号伝送を行う。
【００３２】本実施形態のカスケード接続された液晶ド
ライバ構成では、まず表示制御装置１０１からイネーブ
ル信号１０６－１、クロック信号１０３－１、制御信号
１０５－１が第１段目の液晶ドライバ１０４－１のみに
送出される。第１段目の液晶ドライバ１０４－１はイネ
ーブル信号１０６－１が入力されると、表示データ１０
２－１に含まれている当該液晶ドライバ１０４－１に対
応する表示データ（第１チップデータ）を取り込み始め
る。該当する表示データの取り込みが終わると液晶ドラ
イバ１０４－１は、イネーブル信号１０６－２を第２段
目の液晶ドライバ１０４－２に送出する。
【００３３】イネーブル信号１０６－２が入力された第
２段目の液晶ドライバ１０４－２は、上述した第１段目
の液晶ドライバ１０４－１と同様に、表示データ１０２
－２に含まれている当該液晶ドライバ１０４－２に対応
する第２チップデータを取り込み始め、その取り込み終
わるとイネーブル信号１０３を次段の液晶ドライバ１０
４－３へ送出する。
【００３４】本実施形態では、このような一連の動作を
最終の液晶ドライバ１０４－１１まで繰り返す。この動
作の間、イネーブル信号１０６の入出力によって、常に
１つの液晶ドライバだけが動作して電源回路１０９から
階調電圧１１０を選択し、他の液晶ドライバは動作しな
いため、液晶表示装置全体としての消費電力をより低く
抑えることができる。
【００３５】また、液晶ドライバが次段の液晶ドライバ
へ表示データを出力する際に、表示データ信号の変化タ
イミングが必要になるが、本実施形態のカスケード接続
された複数の液晶ドライバでは、個々の液晶ドライバ内
でクロック信号に基づき表示データの変化タイミングを
再生し、次段の液晶ドライバへ表示データを同期して送
出する構成をとることにする。
【００３６】その時のタイミングチャートを図２に示
す。イネーブル信号１０６－１が液晶ドライバ１０４－
１に入力されると、表示データ１０２－１はクロック信
号１０３－１の立ち上がりと立ち下がりに同期して取り
込まれる。液晶ドライバ１つ分の表示データＤ１からＤ
ｎまで取り込み終わると、イネーブル信号１０６－２を
次段の液晶ドライバ１０４－２に送出し、表示データは
液晶ドライバ内で作られた表示データの変化タイミング
と出力クロック１０３－２の立ち上がりと立ち下がりに
同期して送出される。
【００３７】イネーブル信号１０６－２が入力された第
２段目の液晶ドライバ１０４－２は表示データ１０２－
２の第２チップデータから取り込み始める。取り込み終
わるとイネーブル信号１０６－３を送出する。この一連
の動作を最終の液晶ドライバまで繰り返す。
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7
【００３８】本実施形態におけるカスケード型接続され
た液晶ドライバの構成例を図３に示す。以下では、最初
の液晶ドライバ１０４－１を例に挙げて説明するが、他
の液晶ドライバも同じ構成を備えており、それらの詳細
説明は省略する。
【００３９】本実施形態の液晶ドライバ１０４－１は、
図３に示すように、クロック制御部２１１と、同期手段
として機能する同期部２２０を備えるラッチ用データ生
成部２１２と、ラッチアドレスセレクタ２１３と、ラッ
チ回路（１）２１４と、ラッチ回路（２）２１５と、レ
ベルシフタ２１６と、液晶駆動回路２１７と、階調電圧
生成部２１８と、イネーブル制御部２１９とを備えて構
成される。
【００４０】クロック制御部２１１は内部タイミング信
号を制御する。イネーブル制御部２１９はイネーブル信
号を生成し、出力する。イネーブル信号１０６－１がイ
ネーブル制御部２１９に入力されると、当該液晶ドライ
バの動作信号２２１を出力し、クロック制御部２１１と
ラッチ用データ生成部２１２に動作を開始させる。
【００４１】ラッチアドレスセレクタ２１３はクロック
信号１０３－１から、入力する表示データ１０２－１を
順次取り込むラッチ信号を生成し、ラッチ回路（１）２
１４に出力する。ラッチ回路（１）２１４はラッチアド
レスセレクタ２１３から出力するラッチ信号に基づい
て、ラッチ用データ生成部２１２から出力された表示デ
ータの各色毎６ビットを順次ラッチする。ラッチ回路
（２）２１５はラッチ回路（１）２１４で取り込んだ表
示データを保持する。ラッチ回路（２）２１５に対して
は外部から出力クロックが入力されており（図示せ
ず）、ラッチ回路（２）２１５は該出力クロックに従い
データの出力を行う。
【００４２】階調電圧生成部２１８は階調基準電圧に基
づいて６４階調分の階調電圧を生成し、液晶駆動回路２
１７に出力する。表示データはレベルシフタ２１６で液
晶駆動電圧へ昇圧され、液晶駆動回路２１７は６ビット
の表示データに基づいて６４階調の階調電圧の中の１つ
を選択して、ドレイン信号線に出力する。表示データを
取り込み終わると、イネーブル制御部２１９はイネーブ
ル信号１０６－２を次段の液晶ドライバ１０４－２に出
力する。
【００４３】イネーブル制御部２１９の構成例を図４に
示す。
【００４４】イネーブル制御部２１９はカウンタを備え
ている。表示制御装置１０１（第２の液晶ドライバ以降
では前段の液晶ドライバ）が出力したイネーブル信号１
０６－１がイネーブル制御部２１９に入力されると、ク
ロック信号１０３―１が取り込まれ、当該カウンタでデ
ータ個数分のクロック数をカウントし、イネーブル信号
１０６－２を次段の液晶ドライバへ出力する。カウント
はセレクタ２３０によって決定される。
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【００４５】イネーブル信号１０６－１が入力されてか
らイネーブル信号１０６－２を出力するまで、当該液晶
ドライバ１０４－１の動作信号２２１が出力される。イ
ネーブル信号１０６－２は次段ドライバに入力され同様
な動作を繰り返す。
【００４６】次に、各液晶ドライバの内部での、表示デ
ータを次段へ送出するための変化タイミングを示すクロ
ック信号生成方法と、同期部２２０で行われる同期方法
について以下に説明する。以下の説明では、π／２位相
差方式と逓倍クロック生成方式を使用した場合をそれぞ
れ第１の構成例、第２の構成例として説明する。
【００４７】（第１の構成例）同期部２２０の第１の構
成例２２０ａを図５に示す。図５において、３０４は同
周波数でπ／２位相異なる遅延クロック信号を生成する
ＤＬＬ（Delay LockedLoop）、３０５は入力された元の
クロック信号１０３－１よりπ／２位相差がある遅延ク
ロック、３０６－１と３０６－１は入力された表示デー
タ１０２－１をクロック信号１０３－１と表示データの
変化タイミングのπ／２位相差の遅延クロック３０５と
にそれぞれ同期させるためのフリップフロップ回路であ
る。
【００４８】なお、本構成例では、当該同期部２２０ａ
が第１段の液晶ドライバ１０４－１に含まれている場合
を想定しているが、本例の同期部２２０ａおよび以下に
説明する同期部２２０ｂ（第２の構成例）は、当然のこ
とながら他の液晶ドライバ１０４－２～１０４－１１に
も同様に具備されているものとする。
【００４９】本例におけるπ／２位相差伝送方式の同期
部２２０ａの動作について説明する。当該液晶ドライバ
１０４－１にイネーブル信号１０６－１が入力される
と、表示データ１０２－１の取り込みが開始される。そ
の表示データ１０２－１は、クロック信号１０３－１に
フリップフロップ回路３０６－１で同期され、フリップ
フロップ回路３０６－１で一旦ラッチされた信号はＤＬ
Ｌ３０４で遅延した信号３０５で取りこまれて、ラッチ
用データ生成部２１２に格納される。
【００５０】表示データ１０２－１を格納し終わるとイ
ネーブル信号１０６－２を次段の液晶ドライバに送出す
る。ここで、表示データ１０２－１を次段へ送出するた
めには、表示データの変化タイミングが必要になる。そ
の変化タイミングとしては、入力されたクロック信号１
０３－１よりπ／２位相差のあるクロック信号３０５を
ＤＬＬ３０４で生成する。π／２位相差のクロック３０
５を表示データの変化タイミングとし、表示データ１０
２－１をフリップフロップ回路３０６－２で同期する。
【００５１】本例によるπ／２位相差生成方式のタイム
チャートを図６に示す。イネーブル信号１０６－１が入
力されると、図６（ａ）に示すように、表示データ１０
２－１はクロック信号１０３－１の立ち上がりと立ち下
がりに同期して入力され、動作中である当該液晶ドライ
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バ一つ分の表示データを取り込む。ここで、図５の同期
部２２０ａから出力された表示データは、図３のラッチ
用データ生成部２１２を経て、ラッチ回路（１）２１４
へ出力される。当該液晶ドライバに対応する表示データ
を取り込み終わると、イネーブル信号１０６－２を次段
の液晶ドライバ（本例では液晶ドライバ１０４－２）へ
送出する。また、表示データは当該液晶ドライバ１０４
－１内で作られたπ／２位相差のクロック３０５を表示
データの変化タイミングとして同期され（図６（ｂ）参
照）、次段の液晶ドライバへ送出される。
【００５２】（第２の構成例）同期部２２０の第２の構
成例（同期部２２０ｂ）を図７に示す。図７において、
４０４はＰＬＬ（Phase Locked Loop：位相同期ルー
プ）、４０５は入力されたクロック信号１０３－１の逓
倍のクロック信号、４０６－１と４０６－２はフリップ
フロップ回路である。
【００５３】本構成例における逓倍クロック生成方式に
よる同期方法について説明する。同期部２２０ｂでは、
入力された表示データ１０２－１はフリップフロップ回
路４０６－１で入力されたクロック信号１０３－１に同
期されて、取り込まれる。
【００５４】また、表示データを次段の液晶ドライバへ
送出するための変化タイミングは、逓倍位相同期ループ
４０４で生成する。入力されたクロック信号１０３－１
に基づいて逓倍位相同期ループ４０４で逓倍クロック４
０５を生成し、変化タイミングを含んだクロックとす
る。例えば、逓倍クロック４０５はクロック信号１０３
－１の偶数倍の周波数のクロックで前記変化タイミング
を生成する。
【００５５】表示データ１０２－１の出力では、当該表
示データを逓倍クロック４０５の立ち上がりにフリップ
フロップ回路４０６－２で同期して次段の液晶ドライバ
へ送出する。この動作を最終段の液晶ドライバまで繰り
返す。
【００５６】本構成例における位相同期ループ４０４で
逓倍の周波数のクロックを使った場合のタイムチャート
を図８に示す。イネーブル信号１０６－１が当該液晶ド
ライバへ入力されると、表示データ１０２－１は入力さ
れたクロック信号１０３－１の立ち上がりと立ち下がり
に同期して入力される（図８（ａ）参照）。当該液晶ド
ライバ１０４－１が対応する表示データを取り込み終わ
ると、イネーブル信号１０６－２を次段の液晶ドライバ
１０４－２へ送出する。
【００５７】次段へ転送されるべき表示データは、当該
液晶ドライバ内の位相同期ループ４０４で生成された逓
倍のクロックの立ち上がりを該表示データの変化タイミ
ングとして（図８（ｂ）参照）、出力クロック１０３－
２の立ち上がりと立ち下がりに同期して次段の液晶ドラ
イバへ送出される。
【００５８】本発明において、カスケード型に接続され
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た液晶ドライバ間を転送する周波数のクロックに基づい
て、液晶ドライバの内部で生成した動作周波数のクロッ
クと前記転送クロック信号との関係を図９のタイミング
チャートに示す。例えば、本発明をＶＧＡ表示モードの
６４０ｘ４８０画素の液晶表示パネルに適用する場合、
１２．５ＭＨｚの周波数の転送クロックと２５ＭＨｚの
液晶ドライバの動作クロックとなる。また、ＳＶＧＡ表
示モードの８００ｘ６００画素の液晶表示パネルでは、
２０ＭＨｚの周波数の転送クロックと４０ＭＨｚの液晶
ドライバの動作クロック、ＸＧＡ表示モードの１０２４
ｘ７６８画素の液晶表示パネルでは３２．５ＭＨｚの周
波数の転送クロックと６５ＭＨｚの液晶ドライバの動作
クロックである。
【００５９】本発明による液晶表示装置の他の実施の形
態について図１０を参照して説明する。図１０におい
て、５０１は表示制御装置、５０２はシステムから転送
される表示データ、５０３はクロック信号、５０４－１
から５０４－４はカスケード接続されたｎ個の液晶ドラ
イバ、５０５－１から５０５－４はイネーブル信号であ
る。
【００６０】本実施形態において、表示制御装置５０１
から第１段の液晶ドライバ５０４－１にイネーブル信号
５０５－１が入力されると、液晶ドライバ５０４－１で
はクロック信号５０３に同期して表示データが取り込ま
れ、該取り込み動作が終了すると次段の液晶ドライバ５
０４－２へイネーブル信号５０５－２を送出する。
【００６１】また、液晶ドライバ５０４－１は、イネー
ブル信号５０５－２とともに表示データを次段の液晶ド
ライバ５０４－２へ送出し、表示データ５０２を送出し
終わるとタイミング信号のみ転送し表示データ５０２の
取り込みをしない。
【００６２】送出された表示制御信号５０５－２が第２
段の液晶ドライバ５０４－２に入力されると、当該液晶
ドライバに対応する表示データ５０２だけを取り込み、
その取り込みが終わるとイネーブル信号５０５－３を次
段の液晶ドライバへ送出する。この動作を最終段の液晶
ドライバ５０４－４まで繰り返す。
【００６３】つまり表示データ５０２の取り込み開始と
停止、そして次段の液晶ドライバへの送出動作が、イネ
ーブル信号５０５－１～５０５－４の入出力によって、
ｎ個ある液晶ドライバのうち常に１つの液晶ドライバの
みに制御される。
【００６４】表示データを最終段の液晶ドライバに格納
完了するまでの表示データとクロック信号の関係を図１
１のタイミングチャートに示す。本実施形態において、
液晶ドライバ一つ分に相当する表示データ（図中のチッ
プデータ）を転送するのに必要なクロック数をａとし、
液晶ドライバの個数がｎならば、最終段の液晶ドライバ
５０４－４に表示データを格納完了するまでに最低限必
要なクロック数はａ×ｎとなる。また、各液晶ドライバ
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で表示データをクロックに同期させて転送する際に遅延
が発生する場合には、少なくともそれによって生じる位
相ずれに対応して追加的なクロック数が必要となる。す
なわち、ａ×ｎ個のクロックに加えて、位相遅延によっ
て必要となる追加分のクロックを転送し続けることが必
要となる。
【００６５】
【発明の効果】本発明によれば、カスケード接続された
複数の液晶ドライバの各々では、クロックの動作周波数
を下げるためにクロックの立ち上がり、立ち下がりの両
方のエッジに同期して表示データを取り込み、また、表
示データを液晶ドライバの内部に取り込み終わるまで次
段に信号を出力しない。このため、本発明によれば無駄
な信号伝送を実施する必要がなくなる。
【００６６】さらに、本発明によれば、複数の液晶ドラ
イバの動作タイミングをイネーブル信号で制御すること
により、表示データを取り込む液晶ドライバが常に１つ
とすることができるため、低消費電力化が可能となる。
【００６７】さらに、本発明によれば、次段の液晶ドラ
イバへ表示データを転送する際の、表示データの変化タ
イミングを各液晶ドライバ内で生成し、該変化タイミン
グに同期するよう表示データをラッチして出力すること
ができる。
【００６８】例えば、π／２の位相差がある２つのクロ
ックを液晶ドライバ内で用意し、一方のクロックを出力
表示データに同期させ、他方のクロックを次段液晶ドラ
イバの動作クロックとして送出するπ／２位相差手段
や、逓倍のクロックを液晶ドライバ内の位相同期ループ
で作りだし、出力表示データに同期させる逓倍クロック
生成手段等を、全ての液晶ドライバに設けることで、液
晶ドライバの個数の増大や伝送線路の長距離化に対応で
きるため、より確実なデータ転送の実現が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態における液晶表示装置の構
成例を示すもので、表示制御装置からカスケードに接続
された液晶ドライバを示したブロック図。
【図２】図１の実施形態においてカスケード接続された
液晶ドライバ間で転送されるクロック信号とイネーブル
信号のタイミングチャート。
【図３】図１の実施形態におけるカスケード型接続され
ている液晶ドライバの構成例を示すブロック図。
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【図４】図３の液晶ドライバにおけるイネーブル制御部
の構成例を示すブロック図。
【図５】図３の液晶ドライバにおける同期部の一例で、
位相遅延を持ったπ／２位相差方式を用いた構成例を示
すブロック図。
【図６】図６（ａ）：π／２位相差方式により液晶ドラ
イバ間で転送される信号のタイミングチャート。
図６（ｂ）：π／２位相差方式により液晶ドライバ内部
で使用される信号のタイミングチャート。
【図７】図３の液晶ドライバにおける同期部の一例で、
位相同期ループを用いた逓倍クロック生成方式を用いた
構成例を示すブロック図。
【図８】図８（ａ）：逓倍クロック方式により液晶ドラ
イバ間で転送される信号のタイミングチャート。
図８（ｂ）：逓倍クロック方式により液晶ドライバ内部
で使用される信号のタイミングチャート。
【図９】本発明の一実施形態において、液晶ドライバ動
作周波数のクロック信号と転送されるクロック信号のタ
イミングチャート。
【図１０】本発明の一実施形態において、常に複数の液
晶ドライバの１つのみが表示データを取り込むための主
要部構成例を示すブロック図。
【図１１】図１０の実施形態において、表示データを最
終液晶ドライバに格納完了するまでの表示データとクロ
ック信号のタイミングチャート。
【図１２】従来の液晶ドライバの主要部構成例を示すブ
ロック図。
【図１３】図１２に示す従来の液晶ドライバにおける信
号のタイミングチャート。
【符号の説明】
１０１…表示制御装置、１０７…液晶表示パネル、１０
８…走査ドライバ、１０９…入力電源回路、１１０…階
調電圧、２１１…クロック制御部、２１２…ラッチ用デ
ータ生成部、２１３…ラッチアドレスセレクタ、２１４
…ラッチ回路（１）、２１５…ラッチ回路（２）、２１
６…レベルシフタ、２１７…液晶駆動回路、２１８…階
調電圧生成部、２１９…イネーブル制御部、２２０…同
期部、３０４…ＤＬＬ、３０５…π／２位相差があるク
ロック、４０４…逓倍位相同期ループ、４０５…逓倍の
クロック、６０９…電源回路、６１０…階調電圧。

【図９】
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